
 

「食品又は農産物における相対モル感度を利用した定量法に関する一般要求

事項の日本農林規格案についての意見・情報の募集」の結果について 
 

 

令和７年１月31日 

農 林 水 産 省 

 

 

食品又は農産物における相対モル感度を利用した定量法に関する一般要求事項の

日本農林規格案について、令和６年７月１日から令和６年７月30日までの期間、広

く国民の皆様から意見・情報を募集するパブリックコメント手続を実施しました。 

その結果、募集期間において、２者から２件の御意見が寄せられました。 

それらの御意見に対する当省の考え方を別紙のとおり取りまとめましたので、お

知らせします。 

なお、本件については、パブリックコメントに付した案を一部修正した上で制定

することとしました。皆様方の御協力に深く御礼申し上げますとともに、今後とも

農林水産行政の推進に御協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先             

農林水産省大臣官房新事業・食品産業部  

食品製造課               

 代表：03-3502-8111（内線4480）    

 直通：03-6744-2096          



（別紙） 

 

食品又は農産物における相対モル感度を利用した定量法に関する一般要求事項の日

本農林規格の制定案に対して寄せられた意見の概要及び意見に対する考え方につい

て 

 

 お寄せいただいた御意見の概要とそれに対する当省の考え方は、下表のとおりです。 

※今回の改正案に直接関係のない１件については、御意見として承り、今後の参考とさせて

いただきます。 

御意見の概要 件数 御意見に対する考え方 

4.2 

式(6) の展開に関して、読者の分

かり易さのため、左から３番目の辺

と４番目の辺を交換することを提案

いたします。 

 

つまり、現状の 
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から、修正案としての 
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への変更です。 

  

１ 御意見ありがとうございます。  

御指摘の式(6)につきまして、 

 

・３番目の辺と４番目の辺の繁分数は通分

すると同じ式であり、入れ換えが可能で

す。  

・式(4)及び(5)を用いて、２番目の辺から

導かれるのは４番目の辺となります。  

・式(2)及び(3)を用いると、３番目の辺か

ら５番目の辺が導かれます。 

 

以上のことから、御提案のとおり、３番目

の辺と４番目の辺の順序を入れ換えること

とします。 
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